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(57)【要約】
【課題】使用者が離れようとしていることを知らせるこ
とができるマットレスを提供する。
【解決手段】マットレス１は、通常のマットレスに使用
される素材で構成された本体２と、本体２に加えられた
圧力を検知し、かつ、本体２の温度を検知する圧力温度
センサ３と、圧力温度センサ３が圧力を検知した領域で
ある圧力検知領域の総面積である圧力検知領域総面積が
減少し、かつ、所定の値以下になった場合に、通信回線
を介して警報信号をナースステーションなどに設置され
たコンピュータに送信する警報信号送信部４とを備える
。圧力温度センサ３は、第１～第１２の圧力温度センサ
（３Ａ～３Ｌ）の集合体である。第１～第１２の圧力温
度センサ（３Ａ～３Ｌ）は、４行３列に並べて配置され
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　該本体に加えられた圧力を検知する圧力検知部と、
　該圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領域の総面積である圧力検知領域総
面積が減少し、かつ、所定の値以下になった場合に、警報信号を送信する警報信号送信部
とを備える
　マットレス。
【請求項２】
　前記圧力検知領域総面積は、前記本体の縁部に沿った圧力検知領域の総面積である
　請求項１に記載のマットレス。
【請求項３】
　前記圧力検知領域総面積は、前記本体の一方の縁部と同縁部に対向する他方の縁部とに
挟まれた圧力検知領域の総面積である
　請求項１に記載のマットレス。
【請求項４】
　前記本体の温度を検知する温度検知部を備え、
　前記圧力検知部は、該温度検知部が温度を検知した前記本体の領域の圧力を検知する
　請求項１～３のいずれか１つに記載のマットレス。
【請求項５】
　前記圧力検知領域の位置および前記圧力検知領域総面積に応じて警報レベルを設定する
警報レベル設定部を備え、
　前記警報信号は、該警報レベル設定部が設定した警報レベルに応じて種別された
　請求項１～４のいずれか１つに記載のマットレス。
【請求項６】
　前記本体に接触した人体の心電図信号を検知し、かつ、検知した心電図信号を送信する
心電図信号検知送信部を備える
　請求項１～５のいずれか１つに記載のマットレス。
【請求項７】
　本体と、
　該本体に加えられた圧力を検知する圧力検知部と、
　該圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領域の形状が所定の形状になった場
合に、警報信号を送信する警報信号送信部とを備える
　マットレス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマットレスに関する。詳しくは、例えば病院のベッドに使用されるマットレス
に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、患者の高齢化に伴い、認知症の患者の入院も増加している。そのため、病院内に
おいて予期せぬ突発的事故が多発する傾向にある。このような事故として、例えば、病院
内の徘徊時における転倒、ベッドからの転落が挙げられる。
【０００３】
　そして、病院内の徘徊時における転倒、ベッドからの転落によって、骨折、頭部打撲、
頭部打撲による脳出血などが引き起こされる。また、骨折手術や脳血管手術を行なうと、
その後、長期安静が必要となる。
【０００４】
　そして、長期安静になると、全身の筋力が低下して寝たきり状態にいたる廃用症候群、
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食思低下からの全身衰弱、および易感染性による肺炎で、死に至る場合もある。
【０００５】
　そこで、患者などがベッドから離れたことを看護師などに確実かつ速やかに通報するた
めに、例えば特許文献１には、図８に示すようなベッド通報装置が記載されている。
【０００６】
　すなわち、特許文献１に記載されたベッド通報装置は、ベッド使用者がベッド１２６か
ら離れたことを検知し離床信号を出力する圧力感知マット１２４と、圧力感知マット１２
４からの離床信号を受信し外部に注意信号を表示する外部表示手段（図示せず。）とを備
える。
【０００７】
　圧力感知マット１２４は、患者などがベッドから離れる際に足が接する床上に設置され
ている。患者などがベッドから離れようとして、圧力感知マット１２４上に足を載せると
、圧力感知マット１２４はこれに応じて離床信号を出力する。
【０００８】
　また、離床信号は、看護師などの所在室（ナースステーション）に設置された外部表示
手段（図示せず。）に送られ、表示パネル（図示せず。）で、患者などがベッドから離れ
たことが表示される。
【０００９】
　これにより、看護師などは、患者などがベッドから離れる動作を起こしたことを迅速に
認識することができ、その対応手段をとることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平１０－０９４５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、予期せぬ突発的事故として、徘徊時における転倒の件数よりも、ベッド
からの転落の件数の方が多く、しかもベッドからの転落の件数は最多である。
【００１２】
　そして、特許文献１に記載されたベッド通報装置の外部表示手段が表示した時点では、
すでに患者がベッドから転落するなどベッドから離れた状態である。
【００１３】
　従って、特許文献１に記載されたベッド通報装置は、患者がベッドから転落する可能性
が高いことを看護師などに知らせ、転落を予防したいという医療現場でのニーズを満足さ
せるものではなかった。
【００１４】
　本発明は、以上の点に鑑みて創案されたものであり、使用者が離れようとしていること
を知らせることができるマットレスを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の目的を達成するために、本発明のマットレスは、本体と、該本体に加えられた圧
力を検知する圧力検知部と、該圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領域の総
面積である圧力検知領域総面積が減少し、かつ、所定の値以下になった場合に、警報信号
を送信する警報信号送信部とを備える。
【００１６】
　ここで、本体に加えられた圧力を検知する圧力検知部によって、本体上に横になった使
用者が本体に加える圧力を検知することができる。
【００１７】
　また、圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領域の総面積である圧力検知領
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域総面積が減少し、かつ、所定の値以下になった場合に、警報信号を送信する警報信号送
信部によって、使用者と本体との接触総面積が減少したことを知らせることができる。
　ここで、「所定の値」とは、ゼロより大きい値である。
【００１８】
　また、本発明のマットレスにおいて、圧力検知領域総面積は、本体の縁部に沿った圧力
検知領域の総面積であるものとすることができる。
【００１９】
　この場合、使用者が睡眠中の使用者と本体との接触総面積の減少を知ることができる。
なぜなら、使用者が起きていて本体の縁部に沿った領域との接触総面積が減少すれば、マ
ットレスから落ちないように接触総面積が増加するよう体を動かすからである。
【００２０】
　また、本発明のマットレスにおいて、圧力検知領域総面積は、本体の一方の縁部とこの
縁部に対向する他方の縁部とに挟まれた圧力検知領域の総面積であるものとすることがで
きる。
【００２１】
　この場合、使用者が本体の一方の縁部とこの縁部に対向する他方の縁部とに挟まれた領
域に立っているときの使用者と本体との接触総面積の減少を知ることができる。
【００２２】
　また、本発明のマットレスは、本体の温度を検知する温度検知部を備え、圧力検知部は
、温度検知部が温度を検知した本体の領域の圧力を検知するものとすることができる。
【００２３】
　この場合、本体に圧力を与えるもののうち体温を有する人体に絞って圧力を検知するこ
とができ、検知精度を向上させることができる。
【００２４】
　また、本発明のマットレスは、圧力検知領域の位置および圧力検知領域総面積に応じて
警報レベルを設定する警報レベル設定部を備え、警報信号は、警報レベル設定部が設定し
た警報レベルに応じて種別されたものとすることができる。
【００２５】
　この場合、警報信号を受けた者は、すぐにマットレスに駆けつけるべき警報レベルかど
うかを判断できる。
【００２６】
　また、本発明のマットレスは、本体に接触した人体の心電図信号を検知し、かつ、検知
した心電図信号を送信する心電図信号検知送信部を備えるものとすることができる。
【００２７】
　この場合、本体上に横になった使用者の生死を判定することができる。
【００２８】
　また、上記の目的を達成するために、本発明のマットレスは、本体と、該本体に加えら
れた圧力を検知する圧力検知部と、該圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領
域の形状が所定の形状になった場合に、警報信号を送信する警報信号送信部とを備える。
【００２９】
　ここで、本体に加えられた圧力を検知する圧力検知部によって、本体上に横になった使
用者が本体に加える圧力を検知することができる。
【００３０】
　また、ここで言う「所定の形状」とは、本体の縁部に偏った形状を意味する。
　また、圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検知領域の形状が所定の形状になっ
た場合に、警報信号を送信する警報信号送信部によって、使用者が本体の縁部に偏って本
体上に横になっていること知らせることができる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明に係るマットレスは、使用者が離れようとしていることを知らせることができる
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。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明を適用したマットレスの一例を示す概略図である。
【図２】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が仰向けで寝た状態の一例を示す概
略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ
）である。
【図３】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が横向きで寝た状態の一例を示す概
略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ
）である。
【図４】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が座位状で寝た状態の一例を示す概
略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ
）である。
【図５】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が立位状で寝た状態の一例を示す概
略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ
）である。
【図６】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が立った状態の一例を示す概略図（
ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ）であ
る。
【図７】本発明を適用したマットレスの本体上で患者が体勢を崩した状態の一例を示す概
略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（ｂ
）である。
【図８】従来のベッド通報装置を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明し、本発明の理解に供する
。
　図１は、本発明を適用したマットレスの一例を示す概略図である。
【００３４】
　図１に示す本発明のマットレス１は、通常のマットレスに使用される素材で構成された
本体２を備える。
　また、本発明のマットレス１は、本体２に加えられた圧力を検知し、かつ、本体２の温
度を検知する圧力温度センサ（圧力検知部と温度検知部の一例である。）３を備える。
【００３５】
　また、圧力温度センサ３は、第１～第１２の圧力温度センサ（３Ａ～３Ｌ）の集合体で
ある。また、第１～第１２の圧力温度センサ（３Ａ～３Ｌ）は、４行３列に並べて配置さ
れている。
【００３６】
　また、本発明のマットレス１は、圧力温度センサ３が圧力を検知した領域である圧力検
知領域の総面積である圧力検知領域総面積が減少し、かつ、所定の値以下になった場合に
、通信回線を介して警報信号をナースステーションなどに設置されたコンピュータに送信
する警報信号送信部４を備える。
【００３７】
　例えば、第１の圧力温度センサ３Ａと、第６の圧力温度センサ３Ｆと、第７の圧力温度
センサ３Ｇとが圧力を検知した場合、圧力検知領域総面積は、第１の圧力温度センサ３Ａ
と、第６の圧力温度センサ３Ｆと、第７の圧力温度センサ３Ｇという３つの圧力温度セン
サの圧力検知領域の合計面積となる。
【００３８】
　また、本明細書において、圧力検知領域総面積を、便宜上、圧力を検知した圧力温度セ
ンサの個数で示すこととする。例えば、３つの圧力温度センサの圧力検知領域の総面積で
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あれば、「３」となる。
【００３９】
　また、圧力検知領域総面積の所定の値として、圧力検知領域の位置ごとに異なる値を設
定することができる。
　すなわち、例えば、本体の縁部に沿った圧力検知領域の総面積の所定の値と、本体の一
方の縁部と一方の縁部に対向する他方の縁部とに挟まれた圧力検知領域の総面積の所定の
値として、互いに異なる値を設定できる。なお、同じ値でもよいことは勿論である。
【００４０】
　また、圧力温度センサ３は、本体の温度を検知した場合に、その本体の領域の圧力を検
知する。
　これにより、本体に圧力を与えるもののうち体温を有する人体に絞って圧力を検知する
ことができ、人体以外の物による圧力まで検知した場合よりも検知精度が高い。
【００４１】
　また、警報信号送信部４が警報信号を送信するときに、ブザー音が発せられる。
　また、ナースステーションなどに設置されたコンピュータから本発明のマットレス１に
制御信号を送信して、ブザー音をオフにすることができる。
【００４２】
　また、本発明のマットレス１は、圧力検知領域の位置および圧力検知領域総面積に応じ
て警報レベルを設定する警報レベル設定部４Ａを備える。
　そして、警報信号送信部４が送信する警報信号は、警報レベル設定部４Ａが設定した警
報レベルに応じて種別されている。
【００４３】
　また、警報信号は、文字、音声、またはこれらの組み合わせである。
【００４４】
　例えば、本体２の一方の縁部と、この縁部に対向する他方の縁部とに挟まれた圧力検知
領域の総面積が「４」の場合、すなわち、第５～第８の圧力温度センサ（３Ｅ～３Ｈ）が
圧力を検知した場合は、「安全」という警報レベルが設定される。
【００４５】
　またさらに、使用者が手や足を広げて、例えば第２の圧力温度センサ３Ｂや第１２の圧
力温度センサ３Ｌが圧力を検知し、圧力検知領域の総面積が「６」の場合も、「安全」と
いう警報レベルが設定される。
【００４６】
　また、例えば、本体２の縁部に沿った圧力検知領域の総面積が「４」の場合、すなわち
、第１～第４の圧力温度センサ（３Ａ～３Ｄ）が圧力を検知した場合、もしくは第９～第
１２の圧力温度センサ（３Ｉ～３Ｌ）が圧力を検知した場合は、本体２の縁部に近づいて
いるので、「やや危険」という警報レベルが設定される。
【００４７】
　また、例えば、本体２の縁部に沿った圧力検知領域の総面積が「２」の場合、すなわち
、例えば、第１の圧力温度センサ３Ａと第２の圧力温度センサ３Ｂが圧力を検知した場合
、もしくは第９の圧力温度センサ３Ｉと第１０の圧力温度センサ３Ｊが圧力を検知した場
合は、「危険」という警報レベルが設定される。
【００４８】
　また、例えば、本体２の縁部に沿った圧力検知領域の総面積が「１」の場合、すなわち
、例えば、第１の圧力温度センサ３Ａが圧力を検知した場合、もしくは第９の圧力温度セ
ンサ３Ｉが圧力を検知した場合は、「非常に危険」という警報レベルが設定される。
【００４９】
　また、例えば、使用者が寝返りをうって本体２の縁部側に移動し、圧力検知領域総面積
が「６」から「４」になった場合、警報信号送信部４は、「やや危険」という警報レベル
に応じて種別された警報信号例えば「やや危険です。」という文字の警報信号を送信する
。
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【００５０】
　また、本発明のマットレス１は、本体２に接触した人体の心電図信号を検知し、かつ、
検知した心電図信号を、通信回線を介してナースステーションなどに設置されたコンピュ
ータに送信する心電図信号検知送信部５を備える。
【００５１】
　また、図１に示すように、心電図信号検知送信部５は、各列の圧力温度センサ同士の間
に配置されている。
【００５２】
　ここで、本体に加えられた圧力を検知し、かつ、本体の温度を検知できるのであれば、
圧力温度センサは必ずしも１２個の圧力温度センサの集合体でなくてもよい。例えば、１
２個より多い圧力温度センサの集合体であってもよいし、圧力温度センサは１つでもよい
。
【００５３】
　また、本体に加えられた圧力を検知できるのであれば、必ずしも圧力センサと温度セン
サが一体化されていなくてもよく、圧力センサと温度センサは別体であってもよい。
【００５４】
　なお、図１において、圧力温度センサ３や、警報信号送信部４や、心電図信号検知送信
部５を実線で示しているが、これらはすべて本体２に内蔵されている。
【００５５】
　また、本発明のマットレスは、必ずしも本体の温度を検知する温度検知部を備え、圧力
検知部は、温度検知部が温度を検知した本体の領域の圧力を検知するものとしなくてもよ
い。
【００５６】
　しかし、本発明のマットレスが温度検知部を備え、圧力検知部が、温度検知部が温度を
検知した本体の領域の圧力を検知するものとしていれば、本体に圧力を与えるもののうち
体温を有する人体に絞って圧力を検知することができ、検知精度を向上させることができ
るので好ましい。
【００５７】
　また、本発明のマットレスは、必ずしも圧力検知領域の位置および圧力検知領域総面積
に応じて警報レベルを設定する警報レベル設定部を備え、警報信号は、警報レベル設定部
が設定した警報レベルに応じて種別されたものとしなくてもよい。
【００５８】
　しかし、本発明のマットレスが警報レベル設定部を備え、警報信号が、警報レベル設定
部が設定した警報レベルに応じて種別されていれば、警報信号を受けた者は、すぐにマッ
トレスに駆けつけるべき警報レベルかどうかを判断できるので好ましい。
【００５９】
　また、本発明のマットレスは、必ずしも本体に接触した人体の心電図信号を検知し、か
つ、検知した心電図信号を送信する心電図信号検知送信部を備えていなくてもよい。
【００６０】
　しかし、本発明のマットレスが心電図信号検知送信部を備えていれば、本体上に横にな
った使用者の生死を判定することができるので好ましい。
【００６１】
　また、第１～第１２の圧力温度センサ（３Ａ～３Ｌ）の代わりに、第１～第１２の圧力
温度センサ（３Ａ～３Ｌ）が配置された範囲と略同じ範囲に相当する大きさの１つの圧力
温度センサを用いることもできる。
【００６２】
　また、本発明のマットレスの警報信号送信部は、圧力検知部が圧力を検知した領域であ
る圧力検知領域の形状が所定の形状すなわち本体の縁部に偏った形状になったときに、警
報信号を送信するようにしてもよい。
【００６３】
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　次に、本発明のマットレスが警報信号を送信するまでの流れを説明する。
【００６４】
　図２は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が仰向けで寝た状態の一例を示す
概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（
ｂ）である。
　また、図３は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が横向きで寝た状態の一例
を示す概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概
略図（ｂ）である。
　また、図４は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が座位状で寝た状態の一例
を示す概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概
略図（ｂ）である。
　また、図５は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が立位状で寝た状態の一例
を示す概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概
略図（ｂ）である。
【００６５】
　また、図６は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が立った状態の一例を示す
概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概略図（
ｂ）である。
　また、図７は、本発明を適用したマットレスの本体上で患者が体勢を崩した状態の一例
を示す概略図（ａ）と、概略図（ａ）で示した状態のときの圧力検知領域の一例を示す概
略図（ｂ）である。
【００６６】
　なお、以下の例において、本体の縁部に沿った圧力検知領域の総面積の所定の値を「２
」とし、本体の一方の縁部と一方の縁部に対向する他方の縁部とに挟まれた圧力検知領域
の総面積の所定の値を「１」とする。
【００６７】
　［寝た状態の例］
　図２（ａ）は、患者６が、本発明のマットレス１の本体２の略中央領域において仰向け
で寝た状態を示している。
【００６８】
　このとき、本発明のマットレス１の本体２に内蔵された第１～第１２の圧力温度センサ
（３Ａ～３Ｌ）のうち、図２（ｂ）に示すように第５～第８の圧力温度センサ（３Ｅ～３
Ｈ）が圧力を検知する。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「４」である。
【００６９】
　次に、図３（ａ）に示すように、患者６が寝返りをうって本体２の縁部に近寄り、本体
２の縁部に沿って横向きで寝た状態となる。
【００７０】
　このとき、図３（ｂ）に示すように、第１～第４の圧力温度センサ（３Ａ～３Ｄ）が圧
力を検知する。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「４」であり変わらないので、警報信号は送信されな
い。
【００７１】
　次に、図４（ａ）に示すように、寝ている患者６がさらに動き、座っているような姿勢
（座位状）で寝た状態となる。
【００７２】
　このとき、図４（ｂ）に示すように、第１の圧力温度センサ３Ａおよび第２の圧力温度
センサ３Ｂが圧力を検知する。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「２」となる。圧力検知領域総面積は「４」から「２
」に減少し、しかも所定の値以下になったので、警報信号送信部４が警報信号を送信する
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。
【００７３】
　この場合、警報信号送信部４は、「危険」という警報レベルに応じて種別された「危険
です。」という文字および音声の警報信号を送信する。
【００７４】
　さらに、図５（ａ）に示すように、寝ている患者６が動き、立っているような姿勢（立
位状）で寝た状態となる。
【００７５】
　このとき、図５（ｂ）に示すように、第２の圧力温度センサ３Ｂのみが圧力を検知する
。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「１」となる。圧力検知領域総面積は「２」から「１
」に減少し、しかも所定の値以下になったので、警報信号送信部４が警報信号を送信する
。
【００７６】
　この場合、警報信号送信部４は、「非常に危険」という警報レベルに応じて種別された
「非常に危険です。」という文字および音声の警報信号を送信する。
【００７７】
　［立った状態の例］
　また、図６（ａ）は、患者６が、本発明のマットレス１の本体２の略中央領域において
立った状態を示している。
【００７８】
　このとき、本発明のマットレス１の本体２に内蔵された第１～第１２の圧力温度センサ
（３Ａ～３Ｌ）のうち、図６（ｂ）に示すように第６の圧力温度センサ３Ｆおよび第７の
圧力温度センサ３Ｇが圧力を検知する。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「２」である。
【００７９】
　次に、図７（ａ）に示すように、立っている患者６が体勢を崩して、本体２の略中央領
域において片足だけで立った状態となる。
【００８０】
　このとき、図７（ｂ）に示すように、第７の圧力温度センサ３Ｇのみが圧力を検知する
。
　すなわち、圧力検知領域総面積は「１」となる。圧力検知領域総面積は「２」から「１
」に減少し、しかも所定の値以下になったので、警報信号送信部４が警報信号を送信する
。
【００８１】
　以上のように、本発明のマットレスは、圧力検知部が圧力を検知した領域である圧力検
知領域の総面積である圧力検知領域総面積が減少し、かつ、所定の値以下になった場合に
、警報信号を送信するので、マットレスの使用者と本体との接触総面積が減少したことを
知らせることができる。
【００８２】
　従って、本発明のマットレスは、マットレスの使用者が離れようとしていることを知ら
せることができる。
　よって、本発明のマットレスを、例えば病院のベッドに用いて、マットレスの使用者で
ある患者がベッドから転落する可能性が高いことを看護師などに知らせ、転落を予防した
いという医療現場でのニーズを満足させることができる。
【００８３】
　また、警報信号を送信する際の通信回線を、広域通信網とすることで、病院から離れた
独居老人などの安否確認も病院において行うことができる。
【符号の説明】
【００８４】
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　　　１　　マットレス
　　　２　　本体
　　　３　　圧力温度センサ
　　　３Ａ　第１の圧力温度センサ
　　　３Ｂ　第２の圧力温度センサ
　　　３Ｃ　第３の圧力温度センサ
　　　３Ｄ　第４の圧力温度センサ
　　　３Ｅ　第５の圧力温度センサ
　　　３Ｆ　第６の圧力温度センサ
　　　３Ｇ　第７の圧力温度センサ
　　　３Ｈ　第８の圧力温度センサ
　　　３Ｉ　第９の圧力温度センサ
　　　３Ｊ　第１０の圧力温度センサ
　　　３Ｋ　第１１の圧力温度センサ
　　　３Ｌ　第１２の圧力温度センサ
　　　４　　警報信号送信部
　　　４Ａ　警報レベル設定部
　　　５　　心電図信号検知送信部
　　　６　　患者

【図１】 【図２】
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